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1. 平成22年12月期第２四半期の業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 6,351 △16.4 △6 ― △2 ― △53 ―

21年12月期第２四半期 7,594 ― 350 ― 327 ― 205 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 △4 05 ―

21年12月期第２四半期 15 13 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 12,206 5,504 45.1 458 90

 21年12月期 12,191 5,879 48.2 432 13

(参考) 自己資本 22年12月期第２四半期 5,504百万円 21年12月期 5,879百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 21年12月期 ― ― ― 4 00 4 00

 22年12月期 ― ―

 22年12月期(予想) ― 8 00 8 00

3. 平成22年12月期の業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,935 △2.5 292 △5.5 270 3.7 214 110.2 17 84



 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の

前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ

「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 13,906,823株 21年12月期 13,906,823株

② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 1,911,705株 21年12月期 300,295株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 13,146,096株 21年12月期２Ｑ 13,609,355株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ………………………………８ 

  

※ 当社は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定です。 

・平成22年８月24日（火）・・・・・・機関投資家・アナリスト向け決算説明会 

  

  

○添付資料の目次
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国の需要拡大や政府の経済対策等により一部に景

気持ち直しが見られたものの、デフレの影響により個人消費や所得環境、雇用情勢は引き続き厳しい状

況が続きました。 

 このような経営環境の中、当社は業容の拡大と業績の確保を目指してまいりましたが、売上高は

6,351百万円（前年同四半期比16.4％減）となりました。 

  部門別売上高の状況につきましては、漢字プリンタ・システムは4,351百万円（前年同四半期比

21.9％減）、広告制作プリンタは881百万円（同比2.6％減）、ネットワーク機器及びその他は121百万

円（同比34.2％増）、技術サービス等収入998百万円（同比3.0％減）となりました。 

  利益面につきましては、減収により売上総利益が2,199百万円（前年同四半期比16.7％減）とな

り、その結果営業損失は６百万円（前年同四半期は営業利益350百万円）、経常損失は２百万円（前年

同四半期は経常利益327百万円）、四半期純損失は53百万円（前年同四半期は四半期純利益205百万円）

となりました。 

  

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ15百万円増加し12,206百万円となり

ました。うち流動資産は、受取手形及び売掛金が同361百万円減少の4,645百万円となりましたが、製品

が同307百万円増加の2,186百万円となり、現金及び預金が同185百万円増加の2,537百万円となったこと

等から、同132百万円増加し10,088百万円となりました。また、固定資産は同117百万円減少し2,117百

万円となりました。 

 負債合計は、前事業年度末に比べ390百万円増加し6,702百万円となりました。うち流動負債は、支払

手形及び買掛金が同769百万円増加の2,962百万円となったこと等から、同889百万円増加し5,429百万円

となりました。固定負債は、長期借入金が同291百万円減少の357百万円となったこと等から、同499百

万円減少し1,272百万円となりました。 

 純資産合計は、前事業年度末に比べ375百万円減少し5,504百万円となりました。これは利益剰余金が

同107百万円減少の365百万円となり、自己株式が同289百万円増加の407百万円となったこと等によるも

のです。  

（キャッシュフローの状況） 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、第１四半期会計期

間末に比べ415百万円増加し、2,486百万円となりました。 

 当第２四半期累計期間中における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

  営業活動によって獲得した資金は898百万円となりました。これは主に、たな卸資産の増加額290百万

円、役員退職慰労引当金の減少額178百万円等により資金を使用しましたが、仕入債務の増加額769百万

円、売上債権の減少額361百万円等により資金を獲得したことによるものです。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によって獲得した資金は64百万円となりました。これは主に定期預金の払戻による収入によ

るものです。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によって使用した資金は676百万円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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419百万円、自己株式の取得による支出289百万円等によるものであります。 

  

平成22年12月期の業績予想につきましては、第２四半期累計期間の業績等を勘案して、平成22年４月

26日発表の通期業績予想を修正し、売上高13,935百万円(前回予想と同じ)、営業利益292百万円(前回予

想比2.8％増)、経常利益270百万円(同8.0％増)、当期純利益214百万円(前回予想と同じ)といたしま

す。 

(修正理由) 

 売上高については、主力の漢字プリンタ・システム部門の販売を中心に計画通り推移すると見込んで

おり同額といたします。また利益面については、粗利益率の改善と販管費の節減効果もあって営業利

益、経常利益は若干増益見込みとなりますが、当期純利益は税金調整額の見直し等もあり同額としてお

ります。 

  

①簡便な会計処理 

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法によっております。 

  ②四半期財務諸表作成に特有の会計処理の適用 

   該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

(3) 業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,537,785 2,352,372

受取手形及び売掛金 4,645,236 5,006,421

有価証券 29,986 19,973

製品 2,186,931 1,879,110

仕掛品 5,307 11,111

その他 693,164 696,527

貸倒引当金 △9,754 △9,512

流動資産合計 10,088,656 9,956,004

固定資産

有形固定資産 963,142 1,039,391

無形固定資産 69,265 88,324

投資その他の資産 1,085,555 1,107,452

固定資産合計 2,117,962 2,235,168

資産合計 12,206,618 12,191,173

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,962,682 2,192,898

短期借入金 1,140,000 1,154,000

1年内返済予定の長期借入金 779,205 807,575

未払法人税等 21,147 33,615

賞与引当金 38,848 39,357

その他 487,733 312,237

流動負債合計 5,429,617 4,539,683

固定負債

長期借入金 357,000 648,500

退職給付引当金 822,499 846,970

役員退職慰労引当金 80,940 259,361

その他 11,977 16,862

固定負債合計 1,272,417 1,771,693

負債合計 6,702,035 6,311,377

純資産の部

株主資本

資本金 2,744,673 2,744,673

資本剰余金 2,815,222 2,815,222

利益剰余金 365,581 473,298

自己株式 △407,624 △117,971

株主資本合計 5,517,854 5,915,223

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △10,796 △33,107

繰延ヘッジ損益 △2,473 △2,319

評価・換算差額等合計 △13,270 △35,427

純資産合計 5,504,583 5,879,795

負債純資産合計 12,206,618 12,191,173
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 7,594,691 6,351,853

売上原価 4,952,840 4,152,129

売上総利益 2,641,851 2,199,724

販売費及び一般管理費 2,291,266 2,206,089

営業利益又は営業損失（△） 350,585 △6,364

営業外収益

受取利息 870 606

受取配当金 7,776 5,513

受取保険金 － 14,000

金利スワップ評価益 10,923 7,275

その他 9,697 8,810

営業外収益合計 29,267 36,205

営業外費用

支払利息 46,105 29,211

その他 6,555 2,679

営業外費用合計 52,660 31,891

経常利益又は経常損失（△） 327,193 △2,049

特別損失

固定資産除却損 7,606 4,024

たな卸資産評価損 107,428 －

投資有価証券評価損 － 24,282

会員権評価損 － 475

特別損失合計 115,035 28,781

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 212,157 △30,831

法人税、住民税及び事業税 9,592 9,630

法人税等調整額 △3,347 12,827

法人税等合計 6,244 22,458

四半期純利益又は四半期純損失（△） 205,912 △53,289
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【第２四半期会計期間】

(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 4,092,447 3,643,059

売上原価 2,530,178 2,339,848

売上総利益 1,562,269 1,303,210

販売費及び一般管理費 1,127,954 1,098,904

営業利益 434,314 204,306

営業外収益

受取利息 425 289

受取配当金 2,901 2,513

受取保険金 － 14,000

その他 5,198 6,737

営業外収益合計 8,525 23,540

営業外費用

支払利息 18,887 10,650

その他 90 384

営業外費用合計 18,977 11,035

経常利益 423,862 216,811

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 10,035 －

特別利益合計 10,035 －

特別損失

固定資産除却損 7,468 147

投資有価証券評価損 － 5,254

特別損失合計 7,468 5,401

税引前四半期純利益 426,428 211,409

法人税、住民税及び事業税 4,806 4,834

法人税等調整額 △2,337 15,870

法人税等合計 2,468 20,705

四半期純利益 423,960 190,704
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

212,157 △30,831

減価償却費 167,156 107,220

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,554 △508

退職給付引当金の増減額（△は減少） 65,222 △24,471

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,343 △178,420

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,005 △3,957

受取利息及び受取配当金 △8,646 △6,120

支払利息 46,105 29,211

金利スワップ評価損益（△は益） △10,923 △7,275

固定資産除売却損益（△は益） 7,606 4,024

投資有価証券評価損益（△は益） － 24,282

機器組込ソフトウエアの増減額（△は増加） △2,038 －

売上債権の増減額（△は増加） 400,246 361,944

たな卸資産の増減額（△は増加） 571,504 △290,643

仕入債務の増減額（△は減少） △993,017 769,783

その他 189,747 177,614

小計 652,012 931,853

利息及び配当金の受取額 8,564 6,103

利息の支払額 △49,875 △32,140

法人税等の支払額 △7,175 △7,743

営業活動によるキャッシュ・フロー 603,526 898,073

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 100,000

有形固定資産の取得による支出 △9,658 △26,630

投資有価証券の取得による支出 △601 －

その他 △11,994 △9,054

投資活動によるキャッシュ・フロー △22,254 64,314

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △49,000 △14,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 △506,870 △419,870

自己株式の取得による支出 △529 △289,653

配当金の支払額 △1,455 △53,451

財務活動によるキャッシュ・フロー △557,854 △676,974

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23,416 285,413

現金及び現金同等物の期首残高 2,659,313 2,201,372

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,682,730 2,486,785
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該当事項はありません。 

  

① 資本準備金の減少 

  当社は、平成22年３月30日開催の定時株主総会決議に基づき、平成22年４月20日(効力発生日)に資

本準備金からその他資本剰余金への振替を実施し、資本準備金が500,000千円減少しております。 

② 自己株式の取得 

  当社は平成22年５月６日開催の取締役会において自己株式の取得を行うことを決議し、平成22年５

月７日から平成22年５月14日までの期間に1,611千株の自己株式を取得しました。これにより、自己株

式が289,580千円増加しております。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

－8－

昭和情報機器株式会社（6922）　平成22年12月期第2四半期決算短信〔日本基準〕（非連結）




